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研究成果の概要（和文）：モンゴルの首都ウランバートルは、１９９０年以来急激な経済成長を

とげているが、工業の発展にともない環境汚染は劣悪な状況にある。ゲルからの石炭燃焼や車

の排気ガスで環境汚染が社会問題となっているが、ウランバートル市には大気や水の汚染に関

する基礎的なデータはない。本研究では首都の大気汚染状況について揮発性有機化合物や粉塵、

そして水道水の分析などの測定を行い、その結果を可視化した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The capital city of Ulaanbaatar in  Mongolia has a rapid  economic growth since the 

1990’s.   However, environmental pollution  has reached a serious level with the 

increase in industrial development.  Especially, the exhaust gas emitted from Ger 

(traditional Mongolian tents) and vehicles has recently become an environmental problem 

in Ulaanbaatar city (UB), there is still no fundamental data on air and water pollution 

in UB city.   Therefore the investigation of air and water pollution would be important 

and useful for environmental protection data in Mongolia. In this research, analysis 

of a volatile organic compound, particulates and tap water, were measured about the air 

pollution situation of the capital, and the result was visualized. 
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１．研究開始当初の背景 

モンゴルは１９９２年の民主化以来、首都
のウランバートルは急激な経済発展のため

に人口の約半分が首都に集中し、そのため冬
季の石炭燃焼や車の排気ガスにより劣悪な
環境状況にある。 
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２．研究の目的 

首都のウランバートルの大気や水の汚染
状況に関する基礎的な測定データはなく、首
都の環境状況を把握し、これらのデータを可
視化することにより首都の環境対策の一環
とすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 国立モンゴル科学技術大学と共同で平成
２１年から２３年の夏季と冬季に現地で以
下の測定を行った。 

（１）揮発性有機化合物（ＶＯCs）の測定 
（２）降雪の成分分析 
（３）粉塵濃度の測定、石炭および石炭燃焼 

灰の成分測定 
（４）水源地および水道水、下水の分析 
 
これらのデータをウランバートル市の地図
上にプロットして大気汚染の状況をグラフ
化した。さらにウランバートル市の河川水や
水道水の水質調査を実施した。 

 

４．研究成果 
ウランバートル市の揮発性有機化合物や粉
塵濃度は、日本の環境基準をはるかに超えた
劣悪な状況であることを解析し可視化した。
これらの結果は論文や口頭で発表した。 
図１にウランバートル市内２０ケ所の地点
でのＶＯＣｓ濃度の状況をマップに示した。 
冬季はかなり市内の主要道路付近のＶＯＣ
ｓ濃度分布が高い事を示している。 

 図１．冬季（オレンジ色）と夏季（白色の
ＶＯＣｓ分布状況 

  
モンゴルの首都ウランバートルにおける大
気状況を把握するために市内数カ所で大気
中の揮発性有機化合物や粉塵（石炭燃焼灰）
などの大気環境測定を継続的に実施してい
る。これまでにウランバートル市の大気は、
日本の環境基準をはるかに超えた高濃度の
揮発性有機化合物（ＶＯＣｓ）を含んでい
ることを明らかにした。さらに、冬期の降
雪の化学分析を行った結果、水銀、カドミ
ウム、鉛、ヒ素、クロム等の有害な重金属
を検出した。 
図２に冬季の降雪のイオンクロマトグラム

による成分分析を行った。この結果、石炭燃
焼灰が降雪に含まれておりカルシウムイオ
ンや硫酸イオンが高濃度で検出された。 

 図２.イオンクロマトグラム分析結果 
 
粉塵の濃度は、図３にエアーポンプで３０分 
空気を吸引した場合のフィルターの状況を
写真で示す。粉塵濃度は冬期の粉塵濃度は、
０．０５～０．６８ｍｇ/ｍ３であり、かなり
の劣悪な大気汚染状況にある。 

 
 図３.フィルター上に吸着した粉塵の状況 
 
ウランバートル市内の水源はトーラ川の伏
流水である地下水を利用している。アパート
生活をしている住民は水道水を利用してい
るが、ゲル地区で生活している住民は給水所
の水を利用している。市内の水道水や給水所
の成分濃度は、ほぼ同じであり無機イオン濃
度が高い傾向にあった。水質の分析結果から
汚染はされていないが、汚水処理の能力はか
なり低い事が判明した。測定結果を図４に示
す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図４.水質調査結果 
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